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備考　 １　該当の番号及び符号に○印をつけ，その他に該当する場合は，当該事項を具体的に記載してください。
２　伐採後の跡地の処理方法については，植栽等を記載してください。
３　「択伐率」とは，伐採区域における総材積に対する択伐量をいう。
４　「胸高直径」とは，1.3メートルの地上高の幹直径をいい，双幹以上のものは各幹直径の合計70パーセントを採り，1.3メートルのところが枝の分れ目であるときは，すぐ上部の寸法を採用してください。
５　変更の場合には，変更部分について変更前のものと変更後のものとが対比できるようにし，変更後のものを朱書してください。他の添付図書についても同様にしてください。

